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1. 戦 後， 家族制度の変 革に伴い， 家族構成は世代家

族か ら核家族へと急速に移行してきてい る。 核家族はそ

れぞれの世代の独立性を尊重するとい う意味で大きな特

長 を有してい るが,反 面,従来世代家族が果してきた家族

成員間の相補的 な役割を失ない， 老人 問題，かぎっ子等

が問 題となって きてい る。 そこで本研究は親夫婦・子夫

婦二 世代間の住み方 につい て５つの型 を設定し，現状と

希望お よび その理由を調査した。 これは将来における居

住方式 のあ り方を仮設し,チェックしながら,ひい ては住

宅地 計画の一つの指針を発見しようとするものである。

2. 調査対 象は 高知県下 の一 農村の主婦33人。 調査用

紙配布記入法。調 査日時 昭和43年３月。

3. 住み方 の５つ の型 は，同一世帯型 ，はなれ型 ，近

隣型，隣 り村型， 遠隔型 である。 夫の両親との住み方の

現状は， 同一世帯型 が62% と最も多い が，希望は同一屋

敷内 で住居，生計費 を別 にしてい るはなれ型 が38%, 同

一 世帯型 が31％で ある。 将来自分の子供との住み方 の希

望 は，長 男とははなれ型 が42%, 同一世帯型が24% であ

るが， 他の子供とは隣り村型が28%, 近隣型が24% であ

り，長 男とはより近くに住みたい とい う 傾 向 が み ら れ

る。 妻の両親との場合の現状は遠隔型が多 く，希望は隣

り村型 が多い。 これらを前回の公営住宅での調査と比較

すると， 夫の両親との住み方の現状・希望，長 男との希

望ともに同一世帯 型がより多い のは農村の特徴とい えよ

う。


